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第
一
に
、
環
境
経
済
学
で
開
発
さ
れ
た

「
ト
ラ
ベ
ル
コ
ス
ト
法
」
を
用
い
る
こ
と
で
、

富
士
山
の
入
山
料
の
効
果
を
分
析
す
る
。

ト
ラ
ベ
ル
コ
ス
ト
法
と
は
旅
費
と
登
山
者

数
の
関
係
を
分
析
す
る
手
法
で
あ
り
、
海

外
で
は
多
数
の
環
境
政
策
に
用
い
ら
れ
て

い
る
実
践
的
な
分
析
手
法
で
あ
る
。

第
二
に
、
富
士
山
で
実
施
さ
れ
た
入
山

料
が
ど
の
よ
う
に
効
果
を
も
た
ら
し
た
の

か
を
事
後
的
に
デ
ー
タ
に
よ
り
検
証
す
る
。

２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
の
富
士
山

の
登
山
者
数
は
２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）

に
比
べ
て
約
２
万
５
千
人
の
減
少
と
な
っ

た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
入
山
料
の
本
格

導
入
だ
け
で
は
な
く
、
マ
イ
カ
ー
規
制
の

強
化
や
台
風
や
天
候
不
順
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ

れ
ら
の
要
因
が
登
山
者
数
に
及
ぼ
し
た
影

響
を
統
計
的
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
入
山

料
の
効
果
を
検
証
す
る
。

そ
し
て
、
第
三
に
、
こ
れ
ら
の
分
析
結

果
を
基
に
、
富
士
山
入
山
料
の
今
後
の
課

題
を
検
討
す
る
。

ト
ラ
ベ
ル
コ
ス
ト
法
と
は

富
士
山
で
は
、
１
人
当
た
り
１
０
０
０

円
を
任
意
で
支
払
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
、
富
士
山
の
入

山
料
は
妥
当
な
金
額
と
言
え
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
こ
で
、
環
境
経
済
学
で
開
発
さ
れ

た
「
ト
ラ
ベ
ル
コ
ス
ト
法
」
を
用
い
て
富

士
山
入
山
料
の
効
果
を
分
析
し
た
。

ト
ラ
ベ
ル
コ
ス
ト
法
は
登
山
者
が
支
払

っ
た
旅
費
と
登
山
者
数
の
関
係
を
統
計
的

に
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
富

士
山
か
ら
遠
く
離
れ
た
北
海
道
や
九
州
か

ら
富
士
山
を
訪
問
す
る
と
高
い
旅
費
を
支

払
う
必
要
が
あ
る
た
め
登
山
す
る
人
の
比

率
は
比
較
的
低
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対

し
て
、
静
岡
・
山
梨
な
ど
の
近
隣
地
域
か

ら
の
訪
問
で
あ
れ
ば
旅
費
は
低
い
の
で
登

山
者
の
比
率
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
か
ら
富
士

山
で
入
山
料
（
富
士
山
保
全
協
力
金
）
の

本
格
導
入
が
開
始
さ
れ
た
。

入
山
料
に
は
、
登
山
者
に
料
金
を
課

す
こ
と
で
登
山
者
数
を
抑
制
す
る
役
割

と
、
入
山
料
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
収
入
を

環
境
対
策
や
安
全
対
策
に
用
い
る
こ
と
で

登
山
者
に
も
保
全
費
用
の
一
部
を
負
担
し

て
も
ら
う
役
割
が
あ
る
。

富
士
山
の
入
山
料
は
、
登
山
者
に
対

し
て
１
０
０
０
円
を
任
意
で
払
っ
て
も

ら
う
仕
組
み
で
あ
る
。
地
元
自
治
体
は

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
の
試
験
導
入

の
結
果
を
基
に
、
任
意
で
も
80
％
の
登
山

者
が
支
払
う
と
予
想
し
て
い
た
。

だ
が
、
２
０
１
４
年
の
徴
収
率
は
山
梨

栗
山  

浩
一 3

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

富
士
山
入
山
料
の
多
角
的
分
析

京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
　
教
授

側
で
56
％
、
静
岡
側
で
41
％
と
想
定
を
大

き
く
下
回
り
、
入
山
料
の
制
度
見
直
し
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

な
ぜ
デ
ー
タ
分
析
が

必
要
な
の
か

試
験
導
入
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

な
ぜ
予
想
に
反
す
る
結
果
と
な
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
し
て
１
０
０
０
円
を
任
意
で

徴
収
す
る
現
行
制
度
の
ど
こ
に
問
題
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
論
で
は
、
富
士
山
の
入
山
料
が
登
山

者
に
及
ぼ
す
効
果
を
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て

分
析
す
る
こ
と
で
、
富
士
山
入
山
料
の
現

行
制
度
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
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の
よ
う
に
、
各
地
域
か
ら
の
旅
費
と
登
山

者
数
と
の
関
係
を
見
る
こ
と
で
、
入
山
料

が
導
入
さ
れ
て
旅
費
が
上
昇
し
た
時
に
登

山
者
数
が
ど
れ
だ
け
低
下
す
る
か
を
予
測

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

富
士
山
の
過
去
の
登
山
者
デ
ー
タ
を
基

に
ト
ラ
ベ
ル
コ
ス
ト
法
に
よ
る
分
析
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
図
１
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。

縦
軸
は
各
地
域
か
ら
富
士
山
ま
で
の
往
復

旅
費
、
横
軸
は
人
口
１
０
０
０
人
当
た
り

の
登
山
者
数
を
示
し
て
い
る
。
図
の
曲
線

は
、
各
地
域
の
デ
ー
タ
を
基
に
推
定
し
た

結
果
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
旅
費
が

高
い
地
域
ほ
ど
登
山
者
数
が
低
下
し
て
い

る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

入
山
料
の

登
山
者
抑
制
効
果
は
４
％

こ
の
推
定
結
果
を
基
に
入
山
料
の

効
果
を
予
測
し
た
と
こ
ろ
、
入
山
料
が 

１
０
０
０
円
の
場
合
、
登
山
者
を
抑
制

す
る
効
果
は
わ
ず
か
４
％
に
す
ぎ
な
い

こ
と
が
分
か
っ
た
。

富
士
山
に
は
全
国
各
地
か
ら
登
山
者

が
集
ま
っ
て
お
り
、
登
山
者
が
支
払
っ
て

い
る
旅
費
は
平
均
で
２
万
円
を
超
え
る
。

こ
の
こ
と
は
、
登
山
者
は
富
士
山
に
２
万

円
以
上
の
価
値
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示

唆
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
入
山
料
と
し

て 

１
０
０
０
円
が
徴
収
さ
れ
た
と
し
て

も
、
多
く
の
登
山
者
は
登
山
を
中
止
せ
ず

入
山
料
を
支
払
っ
て
登
山
を
続
け
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
結
果
、
１
０
０
０
円
の
入

山
料
で
は
登
山
者
の
抑
制
効
果
は
極
め
て

低
い
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
入
山
料
に
は
入
山
料
収
入
と
い

う
も
う
一
つ
の
効
果
が
あ
る
。
そ
の
額
が

１
０
０
０
円
で
あ
っ
て
も
、
約
30
万
人
の

登
山
者
か
ら
徴
収
で
き
れ
ば
入
山
料
収

入
は
約
３
億
円
と
な
る
。
し
か
し
、
富
士

山
の
入
山
料
は
強
制
徴
収
で
は
な
く
任
意

の
協
力
金
で
あ
る
た
め
、
相
当
の
登
山
者

は
入
山
料
を
支
払
わ
な
い
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
事
実
、２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）

で
は
徴
収
率
は
山
梨
側
で
56
％
、
静
岡
側

で
41
％
に
す
ぎ
ず
、
入
山
料
を
支
払
っ
た

人
は
全
体
の
半
分
程
度
に
す
ぎ
な
い
。

ま
た
入
山
料
を
徴
収
す
る
た
め
に
は

人
員
を
配
置
す
る
必
要
が
あ
り
、
徴
収
の

た
め
の
人
件
費
も
無
視
で
き
な
い
金
額
と

な
る
。
こ
の
た
め
、
入
山
料
収
入
だ
け
で

富
士
山
の
環
境
対
策
や
安
全
対
策
の
費

用
を
全
て
負
担
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

な
ぜ
試
験
導
入
と
異
な
る

結
果
と
な
っ
た
の
か

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
７
月
25
日

（
木
）～
８
月
３
日
（
土
）
に
入
山
料
の
試

験
導
入
を
行
っ
た
時
に
、地
元
自
治
体（
山

梨
県
・
静
岡
県
）
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
79
％
の
回
答
者
が
入
山
料
に
賛
成

と
回
答
し
て
い
た
。
こ
れ
を
基
に
、
地
元

自
治
体
は
入
山
料
が
登
山
者
に
受
け
入

れ
ら
れ
て
お
り
、
登
山
者
の
８
割
は
入
山

料
を
支
払
う
と
予
想
し
、
１
０
０
０
円
を

任
意
で
徴
収
す
る
制
度
の
本
格
導
入
が

決
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）の

本
格
導
入
時
に
は
徴
収
率
は
半
分
程
度

で
あ
り
、
し
か
も
２
０
１
４
年
の
富
士
山

の
登
山
者
数
が
２
０
１
３
年
に
比
べ
て
約

２
万
５
千
人
の
減
少
と
な
っ
た
こ
と
か
ら

入
山
料
収
入
は
地
元
自
治
体
の
予
想
額

を
大
幅
に
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

な
ぜ
、
試
験
導
入
と
本
格
導
入
で
異

な
る
結
果
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
疑
問
に
答
え
る
た
め
に
は
、

２
０
１
３
年
の
試
験
導
入
時
と
２
０
１
４

年
の
本
格
導
入
時
の
入
山
料
が
登
山
者

に
及
ぼ
し
た
効
果
を
デ
ー
タ
で
分
析
す
る

必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
富
士
山
の
登
山

者
数
に
及
ぼ
す
要
因
に
は
、
入
山
料
の
本

格
導
入
だ
け
で
は
な
く
、
マ
イ
カ
ー
規
制

の
強
化
や
台
風
の
よ
う
な
天
候
不
順
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で
、
統
計
分
析
に
よ
り
、
各
要
因
の
影
響

を
区
分
し
、
入
山
料
の
効
果
を
識
別
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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出典：栗山浩一「富士山入山料の効果について」京都大学記者発表資料、2013年6月4日

図１  富士山までの旅費と登山者数の関係
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登
山
者
数
の
決
定
要
因
と

入
山
料
の
効
果

そ
こ
で
、
富
士
山
の
日
別
登
山
者
数
の

決
定
要
因
を
分
析
す
る
こ
と
で
入
山
料
の

効
果
を
検
討
し
よ
う
。
前
述
の
ト
ラ
ベ
ル

コ
ス
ト
法
に
よ
る
分
析
は
入
山
料
が
導
入

さ
れ
る
前
の
事
前
予
測
で
あ
っ
た
。
一
方
、

以
下
の
分
析
は
入
山
料
が
導
入
さ
れ
た
後

の
事
後
的
な
分
析
で
あ
る
。

環
境
省
は
富
士
山
の
登
山
者
数
を
日
別

で
各
登
山
ル
ー
ト
別
に
集
計
を
行
っ
て
い

る
。
表
１
は
、２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）

か
ら
２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
の
登
山

者
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
代
表
的
な
登
山
ル

ー
ト
で
あ
る
吉
田
ル
ー
ト（
山
梨
県
側
）

の
日
別
登
山
者
数
の
決
定
要
因
を
推
定

し
た
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
被
説

明
変
数
は
前
年
度
と
比
較
し
た
時
の
日

別
登
山
者
数
の
増
加
分
で
あ
る
。
説
明
変

数
は
降
水
量
、
強
風
、
入
山
料
、
マ
イ
カ

ー
規
制
で
あ
る
。
強
風
、
入
山
料
、
マ
イ

カ
ー
規
制
は
該
当
す
る
日
の
み
１
と
な
る

ダ
ミ
ー
変
数
で
あ
る
。

表
１
に
よ
る
と
降
水
量
の
係
数
は

-9.045

で
あ
り
、
降
水
量
が
１
㎜
増
え
る

こ
と
で
１
日
当
た
り
９
人
の
登
山
者
抑
制

効
果
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た

強
風
の
係
数
を
見
る
と
、
台
風
な
ど
に
よ

り
１
日
当
た
り
３
９
６
人
の
抑
制
効
果
が

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
、
入
山
料
の
係
数
に
よ
る
と
入
山

料
の
効
果
と
し
て
１
日
当
た
り
１
７
８
人

の
登
山
者
抑
制
効
果
と
な
る
も
の
の
、
10

％
水
準
で
も
有
意
で
は
な
く
、
入
山
料
の

効
果
が
統
計
的
に
検
出
で
き
な
い
ほ
ど
弱

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
マ
イ
カ
ー
規
制
の
抑
制
効
果
は

１
日
当
た
り
６
９
４
人
と
高
く
、
し
か
も

統
計
的
に
有
意
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
結
果
を
基
に
、
２
０
１
４
年
に
実

施
さ
れ
た
入
山
料
や
マ
イ
カ
ー
規
制
の
政

策
効
果
を
分
析
し
た
。
入
山
料
や
マ
イ
カ

ー
規
制
な
ど
の
登
山
者
対
策
が
実
施
さ
れ

な
か
っ
た
時
に
比
べ
て
、
登
山
者
対
策
が

実
施
さ
れ
た
こ
と
で
、
登
山
者
数
が
ど
れ

だ
け
抑
制
さ
れ
た
か
を
分
析
し
た
。

そ
の
結
果
、
吉
田
ル
ー
ト
の
入
山
料
の

抑
制
効
果
は
６
％
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。
ト
ラ
ベ
ル
コ
ス
ト
法
に
よ
る
事

前
予
測
で
は
１
０
０
０
円
の
入
山
料
の
効

果
は
４
％
で
あ
っ
た
が
、
入
山
料
実
施
後

の
事
後
分
析
で
も
近
い
結
果
が
得
ら
れ
た
。

一
方
、
２
０
１
４
年
に
は
マ
イ
カ
ー
規

制
も
強
化
さ
れ
て
い
る
が
、
マ
イ
カ
ー
規

制
の
抑
制
効
果
は
16
％
に
達
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
登
山
者
抑
制
対
策
と
し
て

は
、
入
山
料
よ
り
も
マ
イ
カ
ー
規
制
の
ほ

う
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
デ
ー
タ
に
よ

り
裏
付
け
ら
れ
た
。

試
験
導
入
時
と

本
格
導
入
時
で
は

入
山
料
の
効
果
が
異
な
る

と
こ
ろ
で
、２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）

に
実
施
さ
れ
た
入
山
料
試
験
導
入
で
は
８

割
近
く
の
登
山
者
が
入
山
料
に
賛
成
し
て

い
た
が
、
２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
の

本
格
導
入
で
は
徴
収
率
は
半
分
程
度
で

あ
っ
た
。
な
ぜ
試
験
導
入
と
本
格
導
入
で

結
果
が
異
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
２
０
１
３
年
の
試
験
導
入
時

の
入
山
料
の
効
果
に
つ
い
て
分
析
し
て
み

よ
う
。

表
２
は
２
０
１
３
年
ま
で
の
デ
ー
タ
を

用
い
た
推
定
結
果
で
あ
る
。
降
水
量
や
強

風
の
影
響
は
２
０
１
４
年
ま
で
の
デ
ー
タ

を
用
い
た
表
１
と
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い

が
、
入
山
料
の
抑
制
効
果
が
１
日
当
た
り

３
２
７
人
で
あ
り
、
２
０
１
４
年
の
デ
ー

タ
を
用
い
た
結
果
に
比
べ
て
1.8
倍
の
効
果

と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
２
０
１
３
年

の
試
験
導
入
時
は
本
格
導
入
時
よ
り
も

入
山
料
の
抑
制
効
果
が
高
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

注：表１と同じ。ただし、データは2010年から2013年。

表2  富士山登山者数の決定要因
（入山料の試験導入時）

	 変数	 係数	 t統計量	 p値

 定数項 48.977 0.736 0.463

 降水量 -8.484 -4.183 0.000

 強風 -390.592 -3.265 0.001

 入山料 -326.775 -1.152 0.251

マイカー規制 -924.359 -4.660 0.000

注：環境省が実施した富士山登山者数調査を基に分析。データ
は2010年から2014年の吉田ルートの日別登山者数。被説
明変数は吉田ルートの日別登山者数の同一時期・同一曜日
の前年度に対する増加分。

表１  富士山登山者数の決定要因
（入山料の本格導入後）

	 変数	 係数	 t統計量	 p値

 定数項 -0.543 -0.008 0.994

 降水量 -9.045 -4.429 0.000

 強風 -395.563 -3.625 0.000

 入山料 -177.938 -1.399 0.163

 マイカー規制 -693.725 -4.480 0.000
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こ
の
原
因
に
は
以
下
の
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
２
０
１
３
年
の
試
験
導
入
時
は
10

日
間
だ
け
入
山
料
を
徴
収
し
た
た
め
、
入

山
料
を
払
い
た
く
な
い
登
山
者
は
入
山
料

を
徴
収
し
な
い
別
の
期
間
に
登
山
時
期
を

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
２
０
１
３
年

の
入
山
料
の
抑
制
効
果
が
高
い
の
は
、
こ

う
し
た
別
の
時
期
に
登
山
を
変
更
す
る
効

果
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
場
合
、
入
山
料
を
払
っ
て
も
構
わ

な
い
人
が
試
験
導
入
期
間
に
集
中
す
る
こ

と
に
な
り
、
試
験
導
入
時
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
８
割
が
入
山
料
に
賛
成
と

い
う
結
果
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ

ま
り
、
試
験
導
入
の
時
は
、
も
と
も
と

入
山
料
に
賛
成
の
人
が
集
ま
っ
て
い
た
の

で
、
賛
成
の
比
率
が
高
か
っ
た
だ
け
で
あ

り
、
登
山
者
全
体
の
意
向
を
示
し
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
２
０
１
４
年
の
本
格
導
入
時
に

は
長
期
間
に
わ
た
り
入
山
料
を
徴
収
し
た

た
め
、
入
山
料
を
払
い
た
く
な
い
人
で
あ

っ
て
も
入
山
料
の
徴
収
時
期
に
登
山
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
入
山
料
の
登
山
者
抑
制
効

果
は
弱
い
た
め
、
登
山
を
取
り
や
め
る
ほ

ど
の
効
果
は
期
待
で
き
な
い
。
入
山
料
を

払
い
た
く
な
い
人
は
、
入
山
料
を
払
わ
ず

に
登
山
を
行
い
、
徴
収
率
が
半
分
ま
で
低

下
す
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

入
山
料
制
度
の
あ
り
方

と
は

以
上
の
分
析
結
果
を
基
に
現
在
の
入

山
料
制
度
の
問
題
点
と
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
考
え
て
み
よ
う
。

第
一
に
、
現
在
の
入
山
料
導
入
の
際
に

は
、
登
山
者
に
対
す
る
需
要
分
析
が
行
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
。

入
山
料
の
設
定
や
任
意
徴
収
は
、
あ

く
ま
で
も
徴
収
の
し
や
す
さ
と
い
う
行
政

的
観
点
か
ら
検
討
が
行
わ
れ
て
お
り
、
登

山
者
に
対
す
る
市
場
調
査
と
い
う
観
点

か
ら
の
需
要
分
析
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
適
切
な
入
山
料
の
設
定
は
、
入
山
料

制
度
を
実
施
す
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
入
山
料
が
登
山
者
に

及
ぼ
す
影
響
を
分
析
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
現
在
の
富
士
山
の
入
山
料
は

登
山
者
抑
制
効
果
が
極
め
て
弱
い
。

ト
ラ
ベ
ル
コ
ス
ト
法
に
よ
る
事
前
分
析

で
も
、
日
別
登
山
者
数
を
用
い
た
事
後
分

析
で
も
、
ど
ち
ら
も
１
０
０
０
円
の
入
山

料
で
は
登
山
者
抑
制
効
果
は
極
め
て
弱
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
富
士
山
の
登
山
者

は
平
均
２
万
円
を
超
え
る
旅
費
を
支
払
っ

て
お
り
、
わ
ず
か
１
０
０
０
円
の
入
山
料

で
は
登
山
者
を
抑
制
す
る
効
果
は
ほ
と
ん

ど
期
待
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
マ
イ

カ
ー
規
制
な
ど
他
の
手
段
と
併
用
し
な
い

限
り
登
山
者
の
抑
制
は
困
難
で
あ
る
。

第
三
に
、
今
後
は
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

入
山
料
制
度
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
の
試
験
導

入
時
に
は
登
山
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
こ
れ
を
基
に
入
山
料
の
本
格

導
入
が
決
め
ら
れ
た
が
、
わ
ず
か
10
日
間

の
試
行
期
間
デ
ー
タ
だ
け
で
入
山
料
が
受

け
入
れ
ら
れ
た
と
判
断
し
た
こ
と
に
限
界

が
あ
っ
た
。

２
０
１
３
年
に
入
山
料
を
試
験
的
に
導

入
し
た
10
日
間
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
以

外
の
期
間
も
同
様
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
れ
ば
、２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）

の
本
格
導
入
時
に
徴
収
率
が
半
分
程
度

ま
で
低
下
す
る
こ
と
は
予
測
可
能
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。

今
後
、
富
士
山
の
入
山
料
制
度
の
見

直
し
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

が
、
今
後
は
登
山
者
に
対
す
る
調
査
を
継

続
的
に
実
施
し
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
制

度
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
富
士
山
以
外
で
も
多
く
の
地
域

で
入
山
料
や
マ
イ
カ
ー
規
制
な
ど
の
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
新
た
に
制
度
を

導
入
す
る
時
に
は
、
事
前
に
登
山
者
に
対

す
る
市
場
調
査
を
適
切
に
実
施
し
、
政

策
の
効
果
を
入
念
に
分
析
し
た
上
で
制
度

設
計
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
く
り
や
ま　

こ
う
い
ち
）
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